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●
令
和
3
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

　

令
和
2
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　

～
大
規
模
断
水
の
再
発
防
止
を
求
め
る
～

質
問　

先
般
の
大
規
模
断
水
は
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
業

務
体
制
や
再
発
防
止
策
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

角
館
地
区
で
の
断
水
は
、
桧
木
内
川
か
ら
の
取
水
不
具
合
に
よ
る
も

の
で
、
木
々
の
枝
な
ど
が
取
水
管
内
部
で
一
時
的
に
詰
ま
っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
ポ
ン
プ
に
よ
る
揚
水
等
に
よ
り
対
応
を
行
っ
た
が
、
水
圧
低
下

や
濁
り
水
が
出
る
な
ど
利
用
者
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
た
。
今
後
は
、
見
回

り
を
強
化
し
、
万
一
不
具
合
が
起
こ
っ
た
際
の
初
動
を
早
め
る
な
ど
対
策
を

強
化
し
た
い
。
各
水
道
施
設
の
維
持
管
理
や
保
守
点
検
業
務
は
市
内
3
地
区

ご
と
に
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
民
間
委
託
し
て
い
る
。
委
託
業
者
は
平
日
日

中
に
各
施
設
を
巡
回
し
て
い
る
が
、
時
間
外
の
異
常
に
つ
い
て
も
市
と
同
様

に
対
応
し
て
い
る
。

●
令
和
3
年
度
一
般
会
計
予
算

　

～
新
型
コ
ロ
ナ 

迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
～

質
問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
接
種
体
制
（
優
先
順
位
、
場
所
、

送
迎
等
）
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

開
始
時
期
は
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
次
第
だ
が
、
高
齢
者
約
１
１
，

０
０
０
人
へ
の
接
種
は
3
ヶ
月
を
予
定
し
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
ワ

ク
チ
ン
を
21
日
の
間
隔
を
お
い
て
2
回
接
種
す
る
。
最
初
の
21
日
間
で
対
象

者
の
半
数
に
接
種
し
、
次
の
21
日
目
か
ら
2
回
目
の
接
種
を
行
う
。
こ
れ
を

2
回
繰
り
返
す
。
そ
の
後
同
様
の
方
法
で
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
と
高
齢
者

施
設
の
従
事
者
（
合
計
約
１
，
０
０
０
人
）
に
約
1
週
間
で
接
種
を
行
い
、

次
に
一
般
の
方
々
へ
の
接
種
と
な
る
が
、
期
間
は
全
体
で
6
～
7
ヶ
月
程
度

を
要
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
順
番
に
つ
い
て
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
予

約
順
と
な
る
。
場
所
は
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
、

西
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
3
カ
所
を
予
定
し
て
い
る
。
送
迎
は
日
ご

と
に
重
点
地
域
を
定
め
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
よ
り
行
い
た
い
。

市議会議員定数 2名 削減 　次期改選（令和4年5月）から定数16人へ
～ 3月19日 議員提出議案「仙北市議会議員の定数を定める条例」の改正を賛成多数で可決 ～

　仙北市議会はこれまで議員定数の在り方について議論してきましたが、3 月 19 日の本会議で定数削
減に関する条例改正案が賛成多数で可決され、次期改選時より議員定数が現在の 18 名から 16 名へと 2
名削減されることが決定しました。議員定数については、「議会改革推進協議会」や「議会運営委員会」
で慎重に協議の結果、市内の人口動態や経済情勢を勘案し、2 名の削減を妥当とする答申が出されており、
それを受け条例改正案の提案に至った次第です。賛成意見、反対意見の概要は次のとおりです。

賛成意見
◇市の人口は毎年約 4 ～ 500 人減少し続けている。現在の定数 18 名で 4 年経過後、さらに次期からも

現行のままとした場合、8 年間の人口減少数は 4,000 人とも推測される。こうした人口動態や総務省
の定める類似団体の実態を勘案した場合、議会改革推進協議会の答申である定数 2 名減は妥当である。

◇定数 2 名減と政務活動費の廃止により、4 年間で約 4,800 万円の費用削減となる。コロナ禍もあいまっ
て地域経済は大変厳しい状況が続いているため、定数の削減はやむを得ない。

反対意見
◇定数削減により各地域から議員がいなくなり、市民の声が届きにくくなる懸念がある。
◇多様な人材が様々な視点で議論するためにも定数は多い方が良い。議会のチェック機能も弱まる。
◇定数削減により新たな挑戦者が立候補しづらくなるのではないか。若者や女性議員のなり手を増やす

ためにも間口は広い方が良い。
◇定数よりも報酬を削減するべきではないか。

議員定数 2 名削減案 本会議採決結果（議長は除く）

賛　成 反　対 結　果

10 6 賛成多数で可決 （賛否表は 2 ページに掲載）

本
会
議
・
予
算
委
員
会
で
の
質
疑
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